
令 和 ７ 年 ９ 月 号
伊 予 地 区 防 犯 協 会
伊 予 警 察 署

【愛媛県内】（令和７年８月末現在・暫定値）

◇認知件数 97件 （前年同期比+16件）

◇被害総額 約２億9,000万円

(前年同期比 約+１億2,000万円）

【伊予警察署管内】

◆認知件数 ３件（前年同期比 ＋１件）

◆被害総額 260万円（前年同期比約 -670万円）

伊予警察署 電話番号089－982－0110 ホームページhttps://www.police.pref.ehime.jp/iyo/

第４回

SNSでのお金の話は警察に相談を！

県内で発生している被害例
ある日、70歳代男性は携帯電話で動画を視聴中、株取引に関する広告をタップしたところ、株
の先生を名乗る甲のサイトにつながり、甲のサポートをしている日本人女性名を名乗る乙のＳＮ
Ｓアカウントを教えられ、乙と連絡を重ねるうちに、乙に好意を抱くようになりました。
その後、男性は乙から、「今なら100人の枠しかない株取引に参加できる。絶対に儲かる。」な
どと投資を勧められ、証券会社をうたうアカウントを紹介され、同アカウントから指定された口
座に100万円を振り込みました。

男性は、乙から指定された投資アプリをダウンロードしたとこ
ろ、利益が出ていることが確認できた上、乙から資金を増やす
よう指示されたことから、500万円を送金し、合計600万円の
詐欺被害に遭ってしまいました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
警察では、防犯協会、関係機関・団体や地域の防犯ボランティアの皆さんとともに、県民の皆さ

んが安全で安心して暮らせる地域社会をつくるため、全国一斉に地域安全運動を実施します。 

 警察官等が、電話で取調べをしたり、ＳＮＳやビデオ

通話で警察手帳や逮捕状を見せたりすることはありま

せん！ 

警察官等を名乗る者からの電話があれば、相手の所

属や名前を確認して電話を切り、その警察署等の電話

番号を調べるなどしてご相談ください。

 

「必ずもうかる投資がある」「二人の将来のた

めに貯金しよう」など、会ったことのない相手

と SNS でお金の話が出た場合、詐欺を疑い

ましょう。 

 
二人のために投資して

くれたら、結婚するよ！ 

 

仕事をしながら、散歩をしながら、買い物をしながら・・・と

日常生活の中で、防犯の視点をもってまちを守りましょう。皆

さんのちょっとした行動が地域の見守り活動につながりま

す。 

 また、お子さんが外出するときには、外出先や帰宅時間を

把握しましょう。女性の方は、周囲を警戒し、遠回りでも明る

い道を使うなどして、自分自身を守る対策をとりましょう。 

安全・安心な愛媛での愛顔あ
ふれる暮らしのために、防犯情
報を入手して、日々の暮らしに
お役立てください。 
子供と女性の犯罪被害を防

止するため、不審者に関する
情報を県警防犯アプリ「まもる
ナビ」で配信しています。 

鍵 
 外出時 ・在宅時を問わず家の鍵をか
けましょう。  
 さらに、窓には補助錠や窓用防犯アラ
ーム、家の周囲には防犯カメラやセンサ
ーライトをつけて防犯グッズを使って対
策しましょう。  

令和７年 10 月 11 日（土）～10 月 20 日（月） 


